
総観気象入門

を得ないし，そうであっても大気の本質を把握し得るの

であって，そういう意味での総観解モデルは存在し得る

のである．ノルウェー学派のモデルが依然として用いら

れているのは矢張りそれなりの利点があるからである．

　数値予報の発展が現象の新しい解釈を与えつつあるの

もまた，事実である．要は，現場の解析者が，書物か研

究の示す成果と，彼の経験を日々の資料の解析にいかに

活用するか，が大切であることは言うまでもないであろ

う．
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大気大循環に関する文献補遺

　気象学入門講座〔3〕：大気大循環論の紹介においては，

初歩的な解説，総合報告及び教科書等の解題を行なった

が，その段階を通過した読者にとっては，やはり個々の

オリジナルな論文を読むことが必要であろう．ここ10年

間における大循環論のひとつの大きな流れは言うまでも

なく大気大循環数値実験の目ざましい発展ぶりであり，

それに関しては本講座〔18〕，〔19〕の新田：数値実験とは

の中にくわしく紹介されていたが，一方数値実験と平行

して全球的な大循環の統計解析も観測量・精度の充実と

相まって益々重要な地位を占めていることを忘れてはな

らない．この種の仕事は1950年代から60年代のはじめに

1970年8月

廣　　田 勇

かけてをかりに第1期と呼ぶとすれば，それを土台にし

て本格的な数値実験が始まったとも言えよう．この第1

期の成果の主なものは日本気象学会編（1960）：Selected

me亡eorologicalpapersの中のGeneralcirculation

Part　I，IIに集められてあり，更にこの分野の金字塔と

して輝くStarr鋤d　Saltzman編（1966）：Observa・

tional　studies　of　the　atmospheric　general　cir－

c罵旺ati・nはM・1・T・の大循環プ・ジエクトの1965年ま

での論文76編を集めたものである．

　ここでは入門講座〔3〕の文献補遺として，第2期とも

言うべき1964年以降の大循環に関する観測的研究のう
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